
ご回答は8/10（木）まで
→

抽選で5名の方に
プレゼント

1分間アンケートのお願い
Q：ニュースレターの内容は面白かったですか？
Q：リニューアル第一弾として今号のメール版はいかがですか？
Q：HPからニュースレターをダウンロードできることをご存じでしたか？
質問は３つ。サクッとご協力いただけると嬉しいです。

6月27日、第46期経営計画発表会を開催しました。

発表会では、関わる全ての人の発展を目指し、来賓9名をお招きし、当社が達成したい

目標と計画を、社員およびステークホルダーの皆様と共有する時間となりました。

このような形で開催するのは今回が3回目で、来賓の方々からは「社長のお人柄・会社

に対する思いが詰まった素晴らしい会」、「質の濃い、また思いの溢れる発表会」

といったご感想をいただき、嬉しいかぎりです。

また、今回から社員も新年度に向けての目標を発表する機会を作れたのはよかったまた、今回から社員も新年度に向けての目標を発表する機会を作れたのはよかった

ことで、名実ともに一人一人が発展できる会社に向かっていきたいと思う次第です。

代表取締役　小峰 聖

メール版のご登録は
こちらから
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新時代の情報発信のテーマは「読みやすさ」

そこで、メールを開けたらすぐに読んでいただけるよう、
メール版の形式とデザインを一新します。
今号のメール版では、リニューアル第一弾として、
ワンクリックでメールの中身が読めるよう、形式を変更してみました。
読みやすくなっているでしょうか？読者のあなたのご意見も伺いながら、
誌面デザインもブラッシュアップしていきたいと考えております。

ぜひ、アンケートでご意見ご感想をお寄せください！
お待ちしています。

野外において最適の演出と見せ方をご紹介します。

ステージがあり、演奏が入るイベントであれば、1）フレームマシン、2）ラインバーナー、3）PYRO（花火）
といった機材を使った演出がおススメ。
フレームマシンでは瞬間的に炎が立ち上がりワクワク感を高め、ラインバーナーなら、メラメラと燃える炎で
幻想的な世界観を演出することができます。
また、PYROは、30～40mの高さまで打ち上がる花火（小型煙火）なので、イベントのフィナーレに。

見せ方としては、小さく始めて大きく締めるのが王道。1）と2）を使って炎の演出をしつつ、最後に3）の花火
で締めくくるのがおススメです。
加えて、観客の視界や目線を考えて、バランスの良い機材配置をすることも重要です。

注意点としては、降雨と風の影響を考慮に入れる必要があり、仕込みの段階で雨が降っていないことが
条件となります。多少の風は問題ありません。また、敷地所有者の許可は当然必要となります。
詳細につきましては、お気軽にお尋ねください。

屋内と違い、野外には「天井」がないことから、野外イベントでの特殊効果演出で最も映えるのは
「炎」や「花火」。高さを気にせずダイナミックで見栄えのする演出が人気です。

A
野外イベントで見せ場を創る特殊効果演出とは？Q
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